
 各   位       
特別損失（投資有価証券評価損）の計上当社は、平成 27 年９月期決算においてで、お知らせいたします。  １．特別損失（投資有価証券評価損）の計上について当社が保有する「その他有価証券」に区分される保有落し、その回復があると認められないものについてを特別損失に計上する必要が生じましたので、お知らせいたします。  ２．今後の見通し  本件評価損は、平成 27 年９月期決算において特別損失として計上しており、業績に与える影響につきましては、本日発表の「平成 27 年   

特別損失（投資有価証券評価損）の計上に関するお知らせ
 決算において、下記の通り、特別損失（投資有価証券評価損）を計上いたします記 特別損失（投資有価証券評価損）の計上について  「その他有価証券」に区分される保有有価証券のうち、簿価に比べて市場価値が著しく下、その回復があると認められないものについて、減損処理による投資有価証券評価損として、を特別損失に計上する必要が生じましたので、お知らせいたします。 期決算において特別損失として計上しており、業績に与える影響につきま年 9 月期 決算短信〔日本基準〕（非連結）」に記載の通りであります。

会 社 名 株式会社夢テクノロジー代 表 者 名 代表取締役社長（ＪＡＳＤＡＱ・コード２４５８）問 合 せ 先  役職・氏名 取締役副社長電 話 ０３－３２１０
 平成 27 年 10 月 30 日 

に関するお知らせ 下記の通り、特別損失（投資有価証券評価損）を計上いたしますの
、簿価に比べて市場価値が著しく下、減損処理による投資有価証券評価損として、89 百万円

期決算において特別損失として計上しており、業績に与える影響につきまに記載の通りであります。 以   上 

株式会社夢テクノロジー 代表取締役社長 佐藤 眞吾 （ＪＡＳＤＡＱ・コード２４５８） 副社長 金子壮太郎 ３２１０－１２３０ 


